
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ はじめに 

 当校は、信濃川とその支流の中之口川

に囲まれた旧白根市の南側に位置し、秋

葉区、田上町、加茂市にも近い。古くか

らの農業地域で、特に葡萄や梨の産地と

して知られている。 
 今年度創立から１１３年目を迎え、コ

ロナ禍の中でも感染防止対策を徹底して

教育活動を進めてきた。地域からの協力

も厚く、様々な人たちとのかかわりの中

で地域を知り、地域の伝統に愛着と誇り

をもつ児童の育成を目指してきた。 
 
２ 取組の実際 第５・６学年 

地域の伝統から学ぶ総合的な学習 
「調べよう体験しよう凧合戦」 
（１）この学習で目指すこと 

南区の伝統的な行事「白根大凧合戦」

がよく知られているが、当校では長年「子

ども大凧合戦」に５・６年生が参加して

きた。凧づくりを通して大凧合戦を担っ

てきた地域の人たちの優れた技術や願い

に触れるとともに、大凧合戦に参加する

ことによって自分たちが地域の活性化に

役立っているという自己有用感をもてる

ようになることを目指している。 
（２）大凧作成作業 
 ①墨入れ・色付け 
 昨年参加できなかった「子ども大凧合

戦」に今年は参加したいという思いを高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
めた５・６

年生が、指

導者から大

凧の作り方

を教わるこ

とになった。

墨入れ作業

は重要なため、指導者が作業を行った。

色付けは、凧専用の絵の具を使い、刷毛

や筆で塗っていく。色は薄い色から濃い

色の順番で塗るとよいという指導を受け

た。水加減でグラデーションを付ける指

導者の技術に児童は感心していた。 
②骨組み・貼り付け 

細い竹を麻紐で結ぶやり方を見て学ん

だが、自分

たちが結ん

だ部分はほ

どけやすく、

講師から再

度教えても

らいながら

作業を進めた。 
麻縄で組んだ骨

組みに色付けした

下絵を貼り合わせ

ていった。細く切

った和紙に糊を付

け丁寧に竹と合体させていく。 
 

新潟市立庄瀬小学校 
学校データ 
【学級数】 

７学級 
【児童生徒数】 
   ８３人 
【地域教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの有無】 
    有 



 
 
 
 
 
（３）試し揚げ 
 今年度も「子ど

も大凧合戦」が中

止されることとな

り、大凧を揚げる

のは運動会での試

し揚げのみとなった。しかし、保護者・

地域住民の前で５・６年生が作り上げた

大凧が見事に大空へ舞い上がった。 
（４）しろね大凧と歴史の館での学習 
 大凧合戦で使

われる大凧の見

学や大凧の歴史

について説明を

受けた後、６年

児童は小さな和

凧作りに挑戦した。 
（５）学習のまとめ 
 これまでの活

動を通して学ん

だことを多くの

人に伝えたいと

いう児童の思い

を実現する場と

して、「地域に感謝する会」を毎年開催し

ている。今年度はタブレット端末を使っ

て活動画像を見せながら６年児童が代表

して発表を行った。大凧指導者や地域の

人たちも見守る中、地域の伝統を守り元

気を与えることの大切さを伝えていた。 
 
 
 
 
 

３ 成果と課題 

 感染拡大のため２年連続「子ども大凧

合戦」が中止となった。そのため合戦に

参加することで自己有用感を高めること

はできなかった。また、合戦の様子も見

ることができず、地域の誇りを感じる機

会にも恵まれなかった。 
 ６年生児童に行ったアンケートの結果

は下記の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケート結果から、大凧作りや試し

揚げの活動が、地域に愛着をもち、地域

活性に役立ちたいという児童の思いを高

めたといえる。大凧に描かれた地域ゆか

りの人物について愛着を持たせていくこ

とが今後の課題である。 
４ おわりに 

 当校はコミュニティ・スクール（学校

運営協議会制度）のモデル校として２年

目を終えようとしている。庄瀬地域には

たくさんの学校支援者が生活している。

「地域の人とつながる、地域を愛する子

ども」という目指す児童像を共有し、そ

の実現のため、地域とともに教育実践を

積み重ねていきたい。 

見本の凧は、縄が固く結んであり、

びくともしませんでした。骨組みは、

友達と二人でやってもできませんで

した。プロの人の技を感じました。 

 
 
 

ロイロノートでプレゼン資料を作り

ました。一目で分かる資料作りを工

夫しました。発表に必要な資料や情

報を集める力が身に付きました。 

 
 
 


